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東
洋
の
思
想
と
宗
敎　
第
三
十
四
號
（ 122 ）
　
　
　
一　
は
じ
め
に
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
日
程
で
、
中
國
浙
江
省
の
天
台
山
、
甯
波
市
內
の
諸
寺
院
、
そ
し
て
普
陀
山
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
途
中
、
十
一
月
二
十
六
日
に
は
、
甯
波
市
江
東
區
の
ホ
テ
ル
の
會
議
室
で
、
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
漢
字
文
化
と
佛
敎
」
が
開
催
さ
れ
た
。
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
本
寺
院
調
査
は
、
大
久
保
良
峻
先
生
（
早
稻
田
大
學
）
が
硏
究
代
表
者
を
務
め
る
科
學
硏
究
費
助
成
事
業
、
基
盤
硏
究
（
Ａ
）「
多
分
野
複
合
の
視
角
か
ら
見
た
日
本
佛
敎
の
國
際
的
硏
究
」
の
例
會
で
發
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
事
業
は
、
大
久
保
良
峻
代
表
と
、
上
島
享
（
京
都
大
學
）、
菊
地
大
樹
（
東
京
大
學
）、
曾
根
原
理
（
東
北
大
學
）、
蓑
輪
顯
量
（
東
京
大
學
）、
吉
田
一
彥
（
名
古
屋
市
立
大
學
）
の
五
氏
の
硏
究
分
擔
者
、
そ
し
て
、
原
田
正
俊
（
關
西
大
學
）
と
林
淳
（
愛
知
學
院
大
學
）
の
二
氏
の
硏
究
協
力
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
寺
院
調
査
の
大
ま
か
な
日
程
表
と
參
加
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
日
程
表
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）
十
三
時　
　
　
空
路
に
て
杭
州
空
港
に
到
着
。
到
着
後
、
大
型
バ
ス
で
台
州
市
へ
向
か
う
。
十
七
時　
　
　
台
州
市
天
台
縣
の
天
台
山
大
酒
店（
ホ
テ
ル
）に
到
着
。
十
八
時
半　
　
ホ
テ
ル
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
⻝
。
國
際
會
議
情
報
竝
び
に
調
査
報
吿
　
　
　
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
久
保
田　
正　
宏
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
（
久
保
田
）
（ 123 ）
二
十
時　
　
　
ホ
テ
ル
に
歸
着
。
十
一
月
二
十
五
日
（
金
）
五
時　
　
　
　
國
淸
寺
の
勤
行
に
參
列
。
七
時　
　
　
　
天
台
山
大
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
で
朝
⻝
。
八
時
半　
　
　
國
淸
寺
を
視
察
。
天
台
山
方
丈
、
允
觀
師
と
面
會
。
十
一
時
半　
　
中
方
廣
寺
、
下
方
廣
寺
、
石
梁
飛
瀑
を
視
察
。
十
三
時　
　
　
天
台
山
內
の
ホ
テ
ル
で
晝
⻝
。
十
四
時　
　
　
眞
覺
寺
を
視
察
。
十
五
時　
　
　
高
明
寺
を
視
察
。
視
察
後
、
大
型
バ
ス
で
甯
波
市
へ
向
か
う
。
十
九
時　
　
　
甯
波
市
內
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
⻝
。
二
十
一
時　
　
甯
波
市
の
甯
波
東
港
波
特
曼
酒
店（
ホ
テ
ル
）に
到
着
。
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
七
時　
　
　
　
七
塔
寺
を
視
察
。
七
塔
寺
方
丈
、
可
祥
師
と
面
會
。
八
時
半　
　
　
甯
波
東
港
喜
來
登
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
で
朝
⻝
。
九
時
半　
　
　
同
ホ
テ
ル
で
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
午
前
の
部
）
を
開
催
。
十
二
時
半　
　
七
塔
寺
で
晝
⻝
。
十
三
時
半　
　
七
塔
寺
の
圖
書
館
を
視
察
。
十
四
時　
　
　
同
ホ
テ
ル
で
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
午
後
の
部
）
を
開
催
。
十
八
時
半　
　
天
童
寺
を
視
察
。
視
察
後
、
同
寺
で
夕
⻝
。
二
十
時　
　
　
天
童
寺
方
丈
、
誠
信
師
と
面
會
。
二
十
一
時
半　
甯
波
東
港
波
特
曼
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
に
歸
着
。
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
八
時　
　
　
　
甯
波
東
港
喜
來
登
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
で
朝
⻝
。
十
時
半　
　
　
阿
育
王
寺
を
視
察
。
十
三
時
半　
　
甯
波
市
內
の
ホ
テ
ル
で
晝
⻝
。
晝
⻝
後
、
大
型
バ
ス
で
舟
山
島
へ
向
か
う
。
十
六
時　
　
　
舟
山
島
の
船
着
場
に
到
着
。
到
着
後
、
快
速
船
で
普
陀
山
へ
向
か
う
。
十
七
時
半　
　
普
陀
山
の
中
信
普
陀
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
に
到
着
。
十
八
時　
　
　
ホ
テ
ル
で
夕
⻝
。
十
一
月
二
十
八
日
（
月
）
七
時　
　
　
　
中
信
普
陀
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
で
朝
⻝
。
八
時　
　
　
　
紫
竹
林
を
視
察
。
八
時
半　
　
　
潮
音
洞
、
不
肯
去
觀
音
院
、
補
怛
紫
竹
林
院
を
視
察
。
九
時
半　
　
　
南
海
觀
音
を
視
察
。
十
時
半　
　
　
普
濟
寺
を
視
察
。
十
二
時　
　
　
普
濟
寺
付
近
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
晝
⻝
。
晝
⻝
後
、
快
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の
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速
船
で
舟
山
島
へ
向
か
う
。
十
四
時　
　
　
舟
山
島
の
船
着
場
に
到
着
。
到
着
後
、
大
型
バ
ス
で
杭
州
市
へ
向
か
う
。
十
八
時　
　
　
杭
州
市
の
百
合
花
飯
店
（
ホ
テ
ル
）
に
到
着
。
十
九
時　
　
　
ホ
テ
ル
で
夕
⻝
。
十
一
月
二
十
九
日
（
火
）
八
時　
　
　
　
百
合
花
飯
店
（
ホ
テ
ル
）
で
朝
⻝
。
朝
⻝
後
、
大
型
バ
ス
で
杭
州
空
港
へ
向
か
う
。
十
一
時
半　
　
杭
州
空
港
に
到
着
。
到
着
後
、
解
散
。
十
四
時　
　
　
空
路
に
て
杭
州
空
港
を
出
發
し
歸
國
。
參
加
者
（
五
十
音
順
）
市
岡 
聰
（
名
古
屋
市
立
大
學
）、上
島 
享
（
京
都
大
學
）、大
久
保 
良
峻
（
早
稻
田
大
學
）、
大
鹿 
眞
央
（
早
稻
田
大
學
・
大
正
大
學
）、
庵
谷 
行
遠
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）、
岡
田 
文
弘
（
東
京
大
學
大
學
院
）、
菊
地 
大
樹
（
東
京
大
學
）、
工
籘 
量
導
（
大
正
大
學
）、
久
保
田 
正
宏
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）、胡 
建
明
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）、佐
伯 
憲
洋
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）、
櫻
井 
唯（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）、佐
籘 
晃（
早
稻
田
大
學
）、佐
籘 
文
子（
佛
敎
大
學
）、
柴
田 
憲
良
（
名
古
屋
市
立
大
學
）、
池 
美
玲
（
韓
國
藝
術
綜
合
大
學
）、
曾
根
原 
理
（
東
北
大
學
）、
田
戶 
大
智
（
早
稻
田
大
學
）、
寺
本 
亮
晉
（
大
正
大
學
綜
合
佛
敎
硏
究
所
）、
ト
ー
マ
ス
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京
大
學
大
學
院
）、
永
田 
衟
子
（
作
家
、
梓
澤 
要
）、
成
瀨 
隆
順
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）、
原
口 
畊
一
郞
（
安
徽
大
學
外
語
學
院
）、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
タ
ロ
ッ
コ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
學
上
海
）、閒
島 
由
美
子
（
中
京
大
學
）、
松
本 
知
己
（
法
政
大
學
）、
眞
野 
新
也
（
早
稻
田
大
學
）、
蓑
輪 
顯
量
（
東
京
大
學
）、栁
澤 
正
志（
早
稻
田
大
學
）、弓
場 
苗
生
子（
天
台
宗
典
編
纂
所
）、
吉
田 
一
彥
（
名
古
屋
市
立
大
學
）、
劉 
鹿
鳴
（
南
京
大
學
）、
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
（
ロ
ン
ド
ン
大
學
）、
王 
芳
（
臺
灣
中
央
硏
究
院
中
國
文
哲
硏
究
所
）
以
上
敬
稱
略
　
參
加
者
は
全
三
十
四
名
で
あ
っ
た
。
な
お
、
胡
建
明
氏
に
は
、
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
本
寺
院
調
査
の
準
備
の
段
階
か
ら
、
大
變
な
盡
力
を
し
て
頂
い
た
。
ま
た
、
王
芳
氏
に
も
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
通
譯
等
、
多
大
な
協
力
を
し
て
頂
い
た
。
　
以
下
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
寺
院
調
査
の
內
容
を
報
吿
す
る
。
ま
た
、
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
槪
要
を
報
吿
す
る
。
　
　
　
二　
寺
院
調
査
報
吿
　
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）
　
こ
の
日
の
東
京
の
天
氣
は
雪
で
あ
っ
た
。
東
京
都
心
に
お
い
て
、
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
（
久
保
田
）
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十
一
月
に
初
雪
が
觀
測
さ
れ
る
の
は
五
十
四
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
り
、
都
心
で
の
十
一
月
の
積
雪
は
觀
測
史
上
初
の
こ
と
で
あ
る
。
參
加
者
一
行
は
、
日
本
時
閒
八
時
頃
に
成
田
空
港
第
一
タ
ー
ミ
ナ
ル
四
階
の
Ｃ
カ
ウ
ン
タ
ー
付
近
に
集
ま
り
、
そ
の
後
は
各
自
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、
九
時
三
十
五
分
に
搭
乘
を
開
始
し
た
。
十
時
に
離
陸
す
る
豫
定
で
あ
っ
た
が
、
除
雪
作
業
の
た
め
に
、
三
十
分
遲
れ
て
の
離
陸
と
な
っ
た
。
　
約
三
時
閒
半
後
、
中
國
現
地
時
閒
十
三
時
過
ぎ
に
杭
州
空
港
に
到
着
し
た
。
こ
の
日
の
杭
州
市
の
天
氣
は
、
や
や
雲
が
出
て
い
た
が
、
槪
ね
晴
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
浙
江
省
の
空
氣
は
冷
た
く
、
寒
く
感
じ
ら
れ
た
。
杭
州
空
港
で
市
岡
聰
、
胡
建
明
、
柴
田
憲
良
、
池
美
玲
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
タ
ロ
ッ
コ
、
吉
田
一
彥
、
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
の
七
氏
と
合
流
し
た
。
ま
た
、
現
地
添
乘
員
の
原
氏
が
空
港
の
出
口
で
待
っ
て
い
た
。
　
十
四
時
十
五
分
に
大
型
バ
ス
で
空
港
を
出
發
し
、
台
州
市
天
台
縣
へ
向
か
っ
た
。
胡
氏
と
タ
ロ
ッ
コ
氏
は
、
臺
灣
か
ら
來
る
王
芳
氏
を
待
つ
こ
と
に
な
り
、
胡
、
タ
ロ
ッ
コ
、
王
の
三
氏
は
、
別
の
車
で
後
か
ら
天
台
縣
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
　
參
加
者
一
行
は
、
十
五
時
半
に
途
中
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
十
分
程
休
憩
し
、十
七
時
に
天
台
縣
の
天
台
山
大
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
に
到
着
し
た
。
ホ
テ
ル
で
は
、
天
台
山
で
ガ
イ
ド
を
務
め
る
盛
氏
が
待
っ
て
い
た
。
各
自
部
屋
で
小
休
止
し
た
後
、十
八
時
に
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
た
。
そ
し
て
王
氏
が
合
流
し
、
大
型
バ
ス
で
ホ
テ
ル
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
移
動
し
た
。
十
八
時
半
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
⻝
會
が
開
か
れ
、
十
九
時
五
十
分
に
終
了
し
た
。
そ
の
後
、
大
型
バ
ス
で
ホ
テ
ル
へ
向
か
い
、
二
十
時
に
ホ
テ
ル
に
歸
着
し
て
、
こ
の
日
の
豫
定
は
終
了
し
た
。
十
一
月
二
十
五
日
（
金
）
　
こ
の
日
の
台
州
市
天
台
縣
の
天
氣
は
曇
り
で
あ
っ
た
。
時
折
小
雨
が
降
る
よ
う
な
天
氣
で
あ
り
、
終
始
寒
く
感
じ
ら
れ
た
日
で
あ
っ
た
。
蓑
輪
顯
量
氏
を
は
じ
め
と
し
た
十
名
程
は
、
國
淸
寺
に
お
け
る
朝
の
勤
行
の
開
始
に
閒
に
合
う
よ
う
に
同
寺
に
行
く
こ
と
を
、
前
日
よ
り
計
畫
し
て
い
て
、
早
朝
三
時
半
に
タ
ク
シ
ー
で
天
台
山
大
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
を
出
發
し
、
國
淸
寺
の
朝
の
勤
行
に
參
列
し
た
。
　
殘
り
の
參
加
者
一
行
は
、
五
時
に
大
型
バ
ス
で
ホ
テ
ル
を
出
發
し
、
五
時
十
分
に
國
淸
寺
に
到
着
し
た
。
そ
し
て
、
大
雄
寶
殿
で
行
わ
れ
て
い
た
勤
行
に
參
列
し
、
勤
行
は
五
時
四
十
分
に
終
了
し
た
。
そ
し
て
一
行
は
、
六
時
に
大
型
バ
ス
で
ホ
テ
ル
に
歸
着
し
た
。
七
時
か
ら
各
自
朝
⻝
を
濟
ま
せ
、
八
時
に
再
び
大
型
バ
ス
で
出
發
し
、
國
淸
寺
へ
向
か
っ
た
。
　
八
時
半
に
天
台
山
の
國
淸
寺
に
到
着
し
た
。
天
台
山
は
、
天
台
智
顗
東
洋
の
思
想
と
宗
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が
天
台
宗
を
開
闢
し
た
地
で
あ
る
。
古
來
天
台
山
で
は
、
週
の
靈
王
の
太
子
で
あ
る
王
子
晉
が
、
右
弼
眞
人
と
い
う
神
と
し
て
、
天
台
山
內
の
桐
柏
山
に
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
天
台
山
の
佛
敎
の
歷
史
は
、
東
晉
の
曇
猷
が
北
方
よ
り
入
山
し
て
萬
年
寺
を
建
て
、
赤
城
山
に
入
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
智
顗
は
、
五
七
五
年
に
金
陵
を
去
っ
て
天
台
山
に
入
山
し
、佛
隴
峰
の
北
に
一
寺
を
建
て
、
寺
は
後
に
修
禪
寺
と
號
し
た
。
五
八
五
年
に
智
顗
は
天
台
山
を
下
る
。
そ
の
後
、
光
宅
寺
、
玉
泉
寺
等
の
講
說
期
閒
を
經
て
、
五
九
五
年
に
再
び
天
台
山
に
入
山
し
た
。
そ
し
て
智
顗
は
、
五
九
七
年
に
石
城
寺
で
入
寂
す
る
。
後
に
天
台
山
に
は
、
日
本
の
最
澄
や
圓
珍
も
來
山
し
た
。
天
台
山
內
の
國
淸
寺
は
、
天
台
山
佛
隴
峰
の
南
麓
に
あ
る
。
天
台
山
に
お
い
て
は
最
も
有
名
で
あ
り
、根
本
衟
場
と
も
言
う
べ
き
寺
で
あ
る
。
智
顗
の
入
寂
後
の
五
九
八
年
に
、
後
に
煬
帝
と
な
る
晉
王
廣
が
創
建
に
着
手
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
初
め
は
天
台
寺
と
稱
し
た
が
、
六
〇
五
年
に
煬
帝
よ
り
國
淸
の
敕
額
が
下
さ
れ
、
國
淸
寺
と
名
を
改
め
る
。
智
顗
の
弟
子
、
章
安
灌
頂
は
、
六
三
二
年
に
こ
の
寺
で
寂
し
た
。
そ
の
後
、
會
昌
の
法
難
で
荒
廢
し
た
が
、
八
五
一
年
に
重
建
さ
れ
、
一
〇
〇
五
年
に
は
景
德
國
淸
寺
と
名
が
改
め
ら
れ
た
。
宋
代
以
降
、
國
淸
寺
は
禪
寺
と
し
て
の
性
格
を
强
く
す
る
。
胡
建
明
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
國
淸
寺
に
は
、
百
三
十
人
程
の
僧
侶
が
い
る
と
い
う
。
　
ま
ず
、
參
加
者
一
行
は
、
國
淸
寺
に
到
着
す
る
と
、
山
門
、
彌
勒
殿
、
雨
花
殿
、
大
雄
寶
殿
の
順
に
進
ん
だ
。
山
門
に
は
「
國
淸
講
寺
」
の
額
が
掛
か
っ
て
い
た
。
彌
勒
殿
の
中
央
に
は
布
袋
尊
像
が
安
置
さ
れ
、
裏
に
は
韋
駄
天
の
像
が
あ
っ
た
。
雨
花
殿
內
に
は
、
四
天
王
像
が
あ
る
。
そ
し
て
、
大
雄
寶
殿
の
本
尊
は
金
色
の
釋
迦
如
來
像
で
あ
り
、
兩
脇
に
は
阿
難
と
迦
葉
の
立
像
、
裏
に
は
觀
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
、
殿
內
の
週
り
に
は
、
羅
漢
像
が
竝
べ
ら
れ
て
い
た
。
　
大
雄
寶
殿
を
視
察
し
た
後
、
一
行
は
應
接
室
へ
通
さ
れ
、
天
台
山
方
丈
、
允
觀
師
と
面
會
し
た
。
允
觀
師
は
、
國
淸
寺
の
「
國
淸
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
國
が
淸
ら
か
で
あ
れ
ば
國
は
安
定
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
や
、
現
在
の
國
淸
寺
の
建
物
は
、
主
に
淸
代
の
建
筑
で
あ
る
こ
と
を
話
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
國
淸
寺
で
は
古
來
、
日
中
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
に
觸
れ
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
が
續
く
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
た
。
允
觀
師
に
對
し
て
大
久
保
良
峻
先
生
は
、
以
前
に
來
た
時
よ
り
國
淸
寺
の
週
邊
が
變
化
し
た
こ
と
に
驚
き
、
再
び
來
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
と
語
っ
た
。
ま
た
、歡
迎
に
對
す
る
謝
意
を
傳
え
た
。
な
お
、
允
觀
師
と
大
久
保
先
生
の
會
話
は
、
胡
氏
が
通
譯
し
た
。
面
會
の
後
、
一
行
は
允
觀
師
よ
り
『
國
淸
百
錄
』、『
摩
訶
止
觀
』
等
の
文
獻
を
頂
き
、
允
觀
師
と
と
も
に
、
應
接
室
と
大
雄
寶
殿
前
で
寫
眞
を
撮
っ
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
（
久
保
田
）
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た
。允
觀
師
に
禮
を
吿
げ
て
別
れ
た
後
、
隋
の
時
代
か
ら
あ
る
と
い
う
隋
梅
を
視
察
し
た
。
ガ
イ
ド
の
盛
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
梅
は
今
で
も
花
を
笑
か
せ
る
と
い
う
。
隋
梅
を
見
た
後
に
石
段
を
上
る
と
、
大
雄
寶
殿
裏
か
ら
國
淸
寺
內
に
あ
る
隋
塔
が
見
え
た
。
隋
梅
の
次
に
は
、
寺
內
の
愽
物
館
と
羅
漢
堂
を
視
察
し
た
。
羅
漢
堂
の
內
部
に
は
、
五
百
羅
漢
像
が
竝
べ
ら
れ
て
い
た
。羅
漢
堂
の
次
に
は
、
三
圣
殿
、
大
徹
堂
に
進
ん
だ
。
三
圣
殿
內
の
中
央
に
は
、
阿
彌
陀
如
來
像
が
安
置
さ
れ
、
兩
脇
に
は
觀
音
菩
薩
像
と
勢
至
菩
薩
像
が
あ
る
。
大
徹
堂
は
、
國
淸
寺
の
僧
侶
が
修
行
を
す
る
場
で
あ
る
。
坐
禪
の
最
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
中
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
參
加
者
一
行
は
、
國
淸
寺
內
に
あ
る
隋
塔
を
視
察
し
た
。
隋
梅
を
見
た
後
に
大
雄
寶
殿
裏
か
ら
見
え
た
塔
で
あ
る
。
こ
の
塔
は
、
五
九
八
年
に
煬
帝
が
、
智
顗
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
塔
近
く
の
說
明
書
き
に
よ
れ
ば
、
こ
の
塔
の
高
さ
は
五
十
九
・
四
メ
ー
ト
ル
、
六
角
九
重
の
塔
で
、
中
央
部
分
が
吹
き
拔
け
に
な
っ
て
い
る
樓
閣
式
の
組
積
式
構
造
で
あ
る
と
い
う
。
大
雄
寶
殿
裏
か
ら
見
た
と
き
に
は
、
上
部
に
木
や
草
が
茂
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
た
。
中
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
近
く
で
見
る
こ
と
に
よ
り
、
塔
の
大
き
さ
を
體
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
十
時
二
十
分
に
隋
塔
の
視
察
が
終
わ
り
、
一
行
は
、
小
型
バ
ス
二
台
で
天
台
山
內
の
石
梁
飛
瀑
へ
向
か
っ
た
。
小
型
バ
ス
で
石
梁
飛
瀑
へ
移
動
中
、
十
時
四
十
五
分
頃
、
二
台
中
一
台
の
バ
ス
が
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
が
、
す
ぐ
に
代
わ
り
の
バ
ス
が
手
配
さ
れ
た
。
　
濃
霧
の
中
、
十
一
時
二
十
分
に
石
梁
飛
瀑
に
到
着
し
た
。
石
梁
飛
瀑
は
、
智
顗
よ
り
先
に
天
台
山
に
入
山
し
た
定
光
が
、
石
橋
庵
と
い
う
草
庵
を
結
ん
で
い
た
地
で
あ
る
。
定
光
は
、
智
顗
の
來
山
を
豫
言
し
た
人
物
と
さ
れ
る
。
石
橋
庵
は
上
・
中
・
下
方
廣
寺
の
前
身
と
さ
れ
、
上
方
廣
寺
は
燒
失
し
、
現
在
は
中
方
廣
寺
と
下
方
廣
寺
が
殘
っ
て
い
る
。
　
一
行
は
到
着
後
、
ま
ず
石
梁
飛
瀑
近
く
の
中
方
廣
寺
に
入
り
、
瀑
布
を
上
か
ら
視
察
し
た
。
瀑
布
の
上
に
は
、自
然
の
石
梁
が
架
っ
て
い
る
。
中
方
廣
寺
內
は
、
改
裝
工
事
中
の
た
め
、
寺
の
奧
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
中
方
廣
寺
の
說
明
書
き
に
よ
れ
ば
、
同
寺
は
一
一
〇
一
年
東
洋
の
思
想
と
宗
敎　
第
三
十
四
號
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に
建
て
ら
れ
、
同
寺
か
ら
石
梁
を
渡
っ
た
對
岸
に
は
、
銅
製
の
堂
が
あ
る
と
い
う
。
因
み
に
、
現
在
石
梁
を
渡
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
後
、
中
方
廣
寺
を
出
て
川
を
渡
り
、
石
段
を
下
っ
て
下
方
廣
寺
に
着
い
た
が
、
こ
こ
で
は
映
畫
の
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
寺
の
正
面
は
封
鏁
さ
れ
て
い
た
。
下
方
廣
寺
を
さ
ら
に
下
る
と
、
瀑
布
を
下
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
着
い
た
。ガ
イ
ド
の
盛
氏
に
よ
れ
ば
、
瀑
布
は
約
三
十
五
メ
ー
ト
ル
の
落
差
が
あ
る
と
い
う
。
瀑
布
を
視
察
し
た
後
、
再
び
下
方
廣
寺
に
行
く
と
、
撮
影
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
同
寺
の
裏
か
ら
入
り
、
中
を
少
し
く
視
察
し
た
。
五
百
羅
漢
堂
を
視
察
し
た
後
、
大
雄
寶
殿
に
入
っ
た
が
、
撮
影
中
の
た
め
に
殿
內
を
よ
く
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
尊
は
釋
迦
如
來
像
で
あ
り
、
兩
脇
に
迦
葉
と
目
連
の
立
像
が
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
十
二
時
半
に
は
石
梁
飛
瀑
一
帶
の
視
察
が
終
わ
り
、
參
加
者
一
行
は
小
型
バ
ス
二
台
で
移
動
し
、
十
二
時
五
十
分
よ
り
、
石
梁
飛
瀑
近
く
の
ホ
テ
ル
で
晝
⻝
を
取
っ
た
。
晝
⻝
を
終
え
、
再
び
小
型
バ
ス
二
台
に
乘
り
、
十
四
時
に
天
台
山
內
の
眞
覺
寺
付
近
に
到
着
し
た
。
バ
ス
を
降
り
、
霧
の
中
を
二
十
分
程
步
く
と
眞
覺
寺
に
着
い
た
。
眞
覺
寺
は
、
五
九
七
年
に
智
顗
の
遺
骸
が
葬
ら
れ
、
塔
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
定
慧
眞
身
塔
院
と
稱
し
た
。
一
〇
〇
八
年
に
眞
覺
寺
の
名
に
改
め
ら
れ
、
そ
の
後
は
久
し
く
荒
廢
し
た
が
、
明
代
の
隆
慶
年
閒
に
眞
稔
が
中
興
し
た
。
一
行
は
、「
眞
覺
講
寺
」
の
額
が
掛
か
っ
た
天
王
殿
を
通
り
、「
智
者
肉
身
塔
」と
い
う
額
が
掛
か
っ
た
堂
の
前
に
着
い
た
。
堂
內
に
入
る
と
、
中
心
に
六
角
の
白
い
塔
が
あ
っ
た
。
こ
の
塔
が
、
智
者
眞
身
塔
、
或
い
は
智
者
肉
身
塔
と
呼
ば
れ
る
塔
で
あ
る
。
塔
は
二
層
構
造
で
あ
り
、
第
一
層
目
の
正
面
に
金
色
の
智
顗
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
堂
內
の
壁
に
は
、
中
國
天
台
宗
の
歷
代
諸
師
の
肖
像
畫
が
掛
け
ら
れ
て
い
て
、
正
面
の
壁
に
は
、
智
顗
の
肖
像
畫
が
あ
っ
た
。
視
察
後
、
一
行
は
石
段
を
下
り
、
小
型
バ
ス
二
台
に
乘
っ
て
天
台
山
內
の
高
明
寺
へ
移
動
し
た
。
十
五
時
に
高
明
寺
に
到
着
し
た
。
高
明
寺
が
あ
る
場
所
は
、
智
顗
が
天
台
山
內
の
佛
隴
峰
で
『
維
摩
經
』
を
講
說
し
て
い
た
時
に
、
經
が
風
に
飛
ば
さ
れ
、
後
に
風
が
止
み
、
經
が
留
ま
っ
た
と
こ
ろ
と
傳
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
所
に
智
顗
が
居
を
構
え
た
の
が
、
こ
の
寺
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
。
唐
代
に
寺
と
し
て
整
備
さ
れ
、
九
三
六
年
に
智
者
幽
溪
衟
場
と
名
付
け
ら
れ
た
。
一
〇
〇
八
年
に
は
、
淨
名
寺
と
名
が
改
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
名
は
高
明
寺
に
戾
さ
れ
る
。
明
代
に
一
時
荒
廢
し
た
が
、
一
五
九
六
年
に
傳
燈
に
よ
り
重
建
さ
れ
た
。
參
加
者
一
行
は
、「
高
明
講
寺
」
の
額
が
掛
か
っ
た
天
王
殿
を
通
り
、
大
雄
寶
殿
前
に
着
い
た
。大
雄
寶
殿
內
で
は
、勤
行
の
最
中
で
あ
り
、『
法
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
（
久
保
田
）
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華
經
』
化
城
喩
品
が
讀
誦
さ
れ
て
い
た
。
殿
內
で
は
、
勤
行
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
、
靜
か
に
視
察
を
行
っ
た
。
大
雄
寶
殿
の
本
尊
は
、
釋
迦
如
來
像
で
あ
り
、
兩
脇
に
文
殊
と
彌
勒
の
兩
菩
薩
像
が
配
さ
れ
、
裏
に
は
觀
音
菩
薩
像
が
あ
る
。
大
雄
寶
殿
を
視
察
し
た
後
、
鐘
樓
で
あ
る
地
藏
殿
を
視
察
し
た
。
地
藏
殿
は
四
層
構
造
の
高
い
建
物
で
あ
っ
た
。
成
瀨
隆
順
氏
が
殿
內
の
鐘
を
打
ち
、參
加
者
の
多
く
が
鐘
の
音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
十
五
時
半
に
高
明
寺
の
視
察
を
終
え
、
天
台
山
の
視
察
は
終
了
し
た
。
天
台
山
の
視
察
を
終
え
、
一
行
は
小
型
バ
ス
二
台
に
乘
り
、
宿
泊
し
た
天
台
山
大
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
に
向
か
い
、
十
六
時
に
到
着
し
た
。
こ
こ
で
大
型
バ
ス
に
乘
り
換
え
、
十
分
後
に
甯
波
市
へ
と
出
發
し
た
。
出
發
の
際
、こ
こ
で
別
れ
る
ガ
イ
ド
の
盛
氏
が
一
行
を
見
送
っ
て
く
れ
た
。
甯
波
市
へ
向
か
う
途
中
、
雨
が
降
り
出
し
、
一
時
的
に
雨
足
は
强
く
な
っ
た
。
十
八
時
に
途
中
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
を
し
て
、
十
九
時
に
は
甯
波
市
內
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
到
着
し
、
こ
こ
で
夕
⻝
を
取
っ
た
。
夕
⻝
の
會
場
で
は
、
す
で
に
上
島
享
氏
と
佐
籘
文
子
氏
が
待
っ
て
い
た
。
二
氏
は
都
合
に
よ
り
、
一
行
よ
り
も
一
日
遲
れ
て
現
地
入
り
し
て
い
た
。
以
降
、
一
行
に
は
、
上
島
享
、
佐
籘
文
子
の
二
氏
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夕
⻝
の
後
は
、
再
び
大
型
バ
ス
で
市
內
を
移
動
し
、
二
十
一
時
に
甯
波
東
港
波
特
曼
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
に
到
着
し
て
、
こ
の
日
の
豫
定
は
終
了
し
た
。
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
　
こ
の
日
の
甯
波
市
の
天
氣
は
雨
で
あ
っ
た
。
特
に
早
朝
は
雨
足
が
强
く
、
參
加
者
一
行
は
雨
が
降
る
中
、
甯
波
東
港
波
特
曼
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
近
く
に
あ
る
七
塔
寺
に
向
け
て
、
七
時
に
出
發
し
た
。
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
た
際
に
は
、
原
口
畊
一
郞
氏
と
劉
鹿
鳴
氏
が
一
行
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
十
分
程
步
く
と
、
街
中
に
あ
る
七
塔
寺
に
到
着
し
た
。
　
七
塔
寺
は
、
甯
波
市
江
東
區
に
あ
る
。
唐
代
の
八
五
八
年
に
、
當
時
の
明
州
府
の
官
吏
、
任
景
求
が
自
宅
を
寄
進
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
天
童
寺
の
心
鏡
藏
奐
が
開
山
と
し
て
招
か
れ
、
初
め
は
東
津
禪
院
と
稱
し
た
。
以
降
、
七
塔
寺
は
隆
盛
を
誇
り
、
宋
・
元
代
に
は
多
く
の
名
僧
を
輩
出
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
明
代
末
か
ら
淸
代
初
頭
に
は
、
慈
運
靈
慧
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
、
現
代
に
お
い
て
は
、
月
西
大
和
尙
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
。
　
七
塔
寺
に
着
く
と
、
一
行
は
山
門
か
ら
入
り
、
圓
通
寶
殿
、
三
圣
殿
の
順
に
進
ん
だ
。
圓
通
寶
殿
內
中
央
に
は
、
千
手
觀
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
三
圣
殿
の
本
尊
は
、
彌
陀
、
觀
音
、
勢
至
の
三
尊
で
あ
る
。
金
色
の
大
き
な
立
像
で
あ
っ
た
。
殿
內
の
三
尊
像
前
に
は
、
明
代
の
大
き
な
拜
石
が
床
下
に
安
置
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
の
床
越
し
に
見
え
る
よ
う
に
東
洋
の
思
想
と
宗
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な
っ
て
い
た
。
次
に
は
、
七
塔
寺
開
山
、
心
鏡
の
舍
利
塔
を
視
察
し
た
。
「
心
鏡
禪
師
眞
身
舍
利
塔
」
の
額
が
掛
か
っ
た
建
物
の
中
に
、
石
造
り
の
舍
利
塔
が
あ
っ
た
。
　
舍
利
塔
の
視
察
を
終
え
る
と
、
參
加
者
一
行
は
地
下
に
續
く
階
段
を
下
り
、
巨
大
な
ホ
ー
ル
に
通
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
應
接
室
に
通
さ
れ
、
七
塔
寺
方
丈
、
可
祥
師
と
面
會
し
た
。
可
祥
師
は
、
一
行
に
對
し
て
歡
迎
の
意
を
傳
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
七
塔
寺
で
は
こ
の
八
十
年
閒
、
長
ら
く
受
戒
式
を
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
年
受
戒
式
を
行
っ
た
こ
と
、
七
塔
寺
は
日
本
と
の
繫
が
り
が
强
い
寺
で
あ
る
こ
と
、
七
塔
寺
の
歷
史
が
近
代
の
佛
敎
硏
究
に
よ
り
解
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
日
の
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
參
加
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
陳
謝
さ
れ
て
い
た
。
　
こ
れ
に
對
し
て
、
大
久
保
良
峻
先
生
は
、
前
年
の
初
め
て
の
來
寺
の
際
に
、
七
塔
寺
の
伽
藍
が
立
派
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
方
丈
と
信
者
の
力
の
大
き
さ
を
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
方
丈
の
可
祥
師
は
、
僧
侶
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
學
問
硏
究
に
も
精
通
し
て
い
る
と
述
べ
、
今
囘
の
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
漢
字
文
化
と
佛
敎
」
の
主
旨
に
理
解
を
示
し
、
協
力
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
對
す
る
謝
意
を
傳
え
た
。
な
お
、
可
祥
師
と
大
久
保
先
生
の
會
話
は
、
胡
建
明
氏
が
通
譯
し
た
。
面
會
の
後
、
一
行
は
可
祥
師
と
と
も
に
ホ
ー
ル
で
寫
眞
を
撮
っ
た
。
こ
の
日
に
開
催
さ
れ
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
七
塔
寺
で
行
う
豫
定
で
あ
っ
た
が
、
豫
定
を
變
更
し
て
、
宿
泊
し
て
い
る
甯
波
東
港
波
特
曼
酒
店
に
隣
接
す
る
ホ
テ
ル
、
甯
波
東
港
喜
來
登
酒
店
の
會
議
室
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、一
行
は
ホ
テ
ル
に
戾
り
、
各
自
朝
⻝
を
濟
ま
せ
た
。そ
し
て
、
九
時
半
か
ら
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始
ま
っ
た
。
參
加
者
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ポ
ス
タ
ー
、
參
加
者
名
簿
、
硏
究
發
表
槪
要
集
、
各
硏
究
發
表
の
資
料
等
が
配
ら
れ
た
。
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
槪
要
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
　
十
二
時
過
ぎ
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
午
前
の
部
が
終
わ
り
、
參
加
者
一
行
は
七
塔
寺
で
晝
⻝
を
取
る
た
め
、
同
寺
に
移
動
し
た
。
七
塔
寺
で
振
舞
わ
れ
た
晝
⻝
は
、
精
進
料
理
で
あ
っ
た
。
晝
⻝
の
際
、
一
行
に
は
、
可
祥
師
の
論
文
「
神
照
本
如
生
平
乁
其
思
想
」
が
配
ら
れ
、
十
三
時
二
十
分
に
晝
⻝
會
は
終
わ
っ
た
。
こ
の
時
に
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
タ
ロ
ッ
コ
氏
は
一
行
に
別
れ
を
吿
げ
、
同
氏
の
同
行
は
こ
こ
ま
で
と
な
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
（
久
保
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っ
た
。
晝
⻝
の
後
、
十
三
時
半
か
ら
は
、
七
塔
寺
に
新
し
く
開
設
さ
れ
る
と
い
う
圖
書
館
を
視
察
し
た
。
こ
の
圖
書
館
は
、
完
成
後
に
甯
波
市
の
市
民
に
開
放
さ
れ
る
と
い
う
。
　
圖
書
館
の
視
察
を
終
え
る
と
、
參
加
者
一
行
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
會
場
に
戾
り
、
十
三
時
四
十
五
分
よ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
午
後
の
部
が
始
ま
っ
た
。
午
後
の
部
は
、
十
七
時
過
ぎ
に
終
了
し
た
。
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
終
わ
る
と
、
次
の
日
に
視
察
す
る
豫
定
で
あ
っ
た
天
童
寺
の
方
丈
、
誠
信
師
が
、
一
行
を
接
待
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
一
行
は
、
豫
定
を
變
更
し
て
天
童
寺
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
十
七
時
半
に
大
型
バ
ス
で
ホ
テ
ル
を
出
發
し
た
。
暗
い
た
め
か
、
天
童
寺
の
バ
ス
の
入
口
が
わ
か
ら
ず
、
到
着
が
若
干
遲
れ
た
が
、
十
八
時
半
に
天
童
寺
に
到
着
し
た
。
暗
く
足
元
が
よ
く
見
え
な
い
中
、
天
王
殿
ま
で
進
み
、
天
王
殿
の
前
で
十
分
程
待
っ
て
い
る
と
、
脇
の
入
口
か
ら
寺
の
中
に
通
さ
れ
た
。
　
天
童
寺
は
、
甯
波
市
鄞
州
區
に
あ
る
。
西
晉
の
永
康
年
閒
に
、
義
興
が
、
太
白
山
に
一
宇
を
建
立
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
後
に
寺
は
兵
火
に
か
か
り
、
七
三
二
年
、
法
璿
が
寺
を
山
麓
の
東
に
建
て
た
。
こ
の
地
を
古
天
童
と
言
い
、
そ
の
後
に
現
在
の
地
に
移
さ
れ
て
か
ら
を
新
天
童
と
言
う
。
　
宋
代
の
一
一
三
一
年
に
は
、
中
興
開
山
で
あ
る
宏
智
が
僧
堂
、
傑
閣
、
盧
舍
那
閣
、
七
塔
等
を
建
て
、
二
大
池
を
作
り
、
寺
觀
は
一
新
さ
れ
た
。
南
宋
時
代
中
頃
に
は
、
入
宋
し
て
い
た
榮
西
が
、
師
の
懷
敞
に
從
っ
て
天
童
寺
に
來
寺
し
た
。
ま
た
、日
本
の
曹
洞
宗
の
開
祖
で
あ
る
衟
元
は
、
入
宋
時
に
天
童
寺
の
如
淨
に
師
事
し
て
い
る
。
參
加
者
一
行
は
、
ま
ず
天
童
寺
の
大
雄
寶
殿
を
視
察
し
た
。
大
雄
寶
殿
の
本
尊
は
、
金
色
の
釋
迦
、
藥
師
、
彌
陀
の
三
如
來
像
で
あ
っ
た
。
中
央
の
釋
迦
如
來
像
の
兩
脇
に
は
、
阿
難
、
迦
葉
の
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
大
雄
寶
殿
の
視
察
を
終
え
る
と
、
⻝
堂
に
通
さ
れ
、
一
行
に
は
夕
⻝
と
し
て
精
進
料
理
が
振
舞
わ
れ
た
。
十
九
時
四
十
分
に
夕
⻝
が
終
わ
り
、
そ
の
後
、
十
九
時
四
十
五
分
か
ら
は
、
應
接
室
で
天
童
寺
方
丈
、
誠
信
師
と
の
面
會
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
、
誠
信
師
は
、
一
行
に
對
し
て
歡
迎
の
意
を
傳
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
現
在
甯
波
市
內
に
あ
る
六
百
餘
の
寺
の
中
で
天
童
寺
が
最
も
大
き
い
こ
と
、
現
方
丈
は
第
百
八
十
二
代
に
な
る
こ
と
を
お
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
の
衟
元
が
、
三
年
閒
天
童
寺
で
修
行
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
他
に
も
多
く
の
日
本
の
僧
が
天
童
寺
で
修
行
し
た
こ
と
に
觸
れ
、
天
童
寺
と
日
本
の
關
係
の
强
さ
を
說
明
し
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
と
の
絆
を
守
り
た
い
と
仰
っ
て
い
た
。
大
久
保
先
生
は
、
誠
信
師
に
對
し
、
當
初
の
豫
定
を
變
更
し
、
夜
の
天
童
寺
に
來
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
と
述
べ
た
。
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い
た
め
に
目
で
景
色
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
心
で
景
色
を
見
る
と
い
う
情
趣
を
味
わ
え
た
と
語
っ
た
。
ま
た
、
美
味
し
い
⻝
事
を
用
意
し
、
歡
迎
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
對
し
て
謝
意
を
表
し
た
。
な
お
、
誠
信
師
と
大
久
保
先
生
の
會
話
は
、
胡
氏
が
通
譯
し
た
。
そ
し
て
、
面
會
の
後
、
一
行
は
誠
信
師
と
と
も
に
寫
眞
を
撮
っ
た
。
　
そ
の
後
、
バ
ス
に
戾
る
途
中
、
千
僧
鍋
と
言
わ
れ
る
大
き
な
鍋
が
展
示
さ
れ
て
い
る
部
屋
に
通
さ
れ
た
。
說
明
書
き
に
よ
れ
ば
、
こ
の
鍋
は
一
六
四
一
年
に
鑄
造
さ
れ
た
も
の
で
、
深
さ
は
百
七
セ
ン
チ
、
直
徑
は
二
百
三
十
六
セ
ン
チ
、
重
さ
は
約
二
千
キ
ロ
で
あ
り
、
二
石
の
米
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
の
鍋
を
見
て
、
か
つ
て
の
天
童
寺
で
修
行
し
て
い
た
僧
侶
の
數
の
多
さ
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
一
行
は
、
二
十
時
半
に
大
型
バ
ス
で
天
童
寺
を
出
發
し
て
、
二
十
一
時
半
に
甯
波
東
港
波
特
曼
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
に
歸
着
し
、
こ
の
日
の
豫
定
は
終
了
し
た
。
な
お
、
胡
氏
の
同
行
は
こ
の
日
ま
で
と
な
り
、
劉
鹿
鳴
氏
の
同
行
は
、
こ
の
日
の
み
で
あ
っ
た
。
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
こ
の
日
の
甯
波
市
の
天
氣
は
、
雲
が
多
か
っ
た
が
、
午
後
に
な
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
晴
れ
て
い
っ
た
。
參
加
者
一
行
は
、
八
時
前
後
に
各
自
朝
⻝
を
濟
ま
せ
、
九
時
四
十
分
に
大
型
バ
ス
に
乘
り
、
阿
育
王
寺
に
向
け
て
甯
波
東
港
波
特
曼
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
を
出
發
し
た
。
こ
の
日
に
視
察
す
る
阿
育
王
寺
と
、
二
十
八
日
に
視
察
す
る
普
陀
山
は
、
現
地
ガ
イ
ド
の
劉
氏
が
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
劉
氏
は
日
本
語
が
話
せ
な
い
た
め
、
添
乘
員
の
原
氏
が
通
譯
を
務
め
た
。
原
氏
が
言
う
に
は
、
最
近
は
中
國
に
お
け
る
日
本
人
觀
光
客
が
減
少
し
て
い
る
た
め
に
、
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
ガ
イ
ド
も
減
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
の
劉
氏
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
甯
波
市
の
發
展
は
著
し
く
、
大
型
バ
ス
で
阿
育
王
寺
に
向
か
う
途
中
で
も
、
地
下
鐵
や
高
速
衟
路
の
建
設
現
場
を
目
の
當
た
り
に
し
た
。
一
行
を
乘
せ
た
大
型
バ
ス
は
、
十
時
二
十
分
に
阿
育
王
寺
に
到
着
し
た
。
阿
育
王
寺
は
、
甯
波
市
鄞
州
區
に
あ
る
。
同
寺
の
起
源
は
、
西
晉
の
二
八
二
年
に
、
劉
薩
訶
が
舍
利
塔
湧
出
の
感
應
を
得
た
こ
と
と
さ
れ
る
。
梁
の
時
代
に
は
、
阿
育
王
寺
の
額
が
下
さ
れ
た
。
宋
の
初
め
に
重
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
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建
さ
れ
、
一
〇
〇
八
年
に
廣
利
禪
寺
の
額
が
下
さ
れ
る
。
大
覺
懷
璉
が
住
持
と
な
り
、
大
い
に
興
隆
し
た
。
明
代
に
は
、
育
王
禪
寺
と
稱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
一
行
は
阿
育
王
寺
に
着
く
と
、
ま
ず
山
門
の
前
で
集
合
寫
眞
を
撮
っ
た
。
山
門
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
「
阿
育
王
寺
」
の
額
は
、
江
澤
民
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
山
門
を
通
り
、
放
生
池
を
過
ぎ
る
と
、
元
代
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
黃
色
い
西
塔
が
あ
っ
た
。
西
塔
の
次
に
は
、
八
相
示
現
の
レ
リ
ー
フ
に
圍
ま
れ
た
廣
場
に
着
く
。
こ
の
廣
場
を
過
ぎ
る
と
、
天
王
殿
に
到
着
し
た
。
天
王
殿
の
中
央
に
は
、
布
袋
尊
の
像
が
安
置
さ
れ
、
布
袋
尊
像
の
裏
に
は
韋
駄
天
の
像
、
そ
し
て
殿
內
の
週
り
に
は
四
天
王
の
像
が
配
さ
れ
て
い
る
。
　
天
王
殿
の
奧
に
あ
る
の
は
、
淸
代
の
建
筑
で
あ
る
と
い
う
大
雄
寶
殿
で
あ
る
。
大
雄
寶
殿
前
の
兩
脇
に
は
、
樹
齡
千
年
と
さ
れ
る
楠
が
あ
っ
た
。
大
雄
寶
殿
內
に
は
、
釋
迦
、
藥
師
、
彌
陀
の
三
佛
の
像
が
安
置
さ
れ
、
中
央
の
釋
迦
如
來
像
の
兩
脇
に
は
阿
難
と
迦
葉
の
像
が
配
さ
れ
て
い
る
。
殿
內
を
進
む
と
、
釋
迦
如
來
像
の
裏
に
觀
音
菩
薩
像
が
あ
り
、
裏
の
出
入
り
口
の
兩
脇
に
は
、文
殊
菩
薩
と
普
賢
菩
薩
の
像
が
あ
っ
た
。
大
雄
寶
殿
の
奧
に
は
、
淸
代
に
建
筑
さ
れ
た
舍
利
殿
が
あ
る
。
舍
利
殿
內
部
の
中
央
に
は
、
舍
利
塔
が
あ
り
、
舍
利
塔
の
裏
に
は
涅
槃
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
　
た
だ
し
、
佛
舍
利
は
こ
の
舍
利
殿
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
舍
利
殿
の
さ
ら
に
奧
の
藏
經
樓
に
あ
る
と
い
う
。
今
囘
は
、
ガ
イ
ド
の
劉
氏
の
計
ら
い
に
よ
り
、
藏
經
樓
の
佛
舍
利
を
見
る
⺇
會
を
得
た
。
參
加
者
一
行
は
、
履
物
を
脫
い
で
藏
經
樓
に
上
が
っ
た
。
そ
し
て
、
佛
舍
利
を
見
る
に
あ
た
り
、
阿
育
王
寺
の
僧
侶
か
ら
說
明
を
受
け
た
。
　
說
明
に
よ
れ
ば
、
阿
育
王
寺
の
佛
舍
利
は
、
頭
頂
の
部
分
の
舍
利
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
か
つ
て
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
、
未
來
の
衆
生
を
救
う
た
め
、
そ
し
て
、
未
來
の
衆
生
に
敬
服
心
を
起
さ
せ
る
た
め
に
佛
舍
利
を
塔
に
納
め
た
と
い
う
旨
の
法
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
順
番
に
佛
舍
利
を
見
た
。
な
お
、
僧
侶
の
話
は
、
添
乘
員
の
原
氏
に
譯
し
て
も
ら
っ
た
。
話
術
の
巧
み
な
僧
侶
が
印
𧰼
的
で
あ
っ
た
。
　
一
行
は
藏
經
樓
で
佛
舍
利
を
見
た
後
、
十
二
時
四
十
分
に
大
型
バ
ス
に
乘
り
、
晝
⻝
會
場
に
向
け
て
移
動
し
た
。
十
三
時
十
五
分
に
甯
波
市
內
の
ホ
テ
ル
に
着
き
、ホ
テ
ル
の
駐
車
場
で
原
口
畊
一
郞
氏
と
別
れ
た
。
同
氏
の
同
行
は
こ
こ
ま
で
と
な
っ
た
。一
行
は
ホ
テ
ル
で
晝
⻝
を
取
り
、
十
四
時
に
晝
⻝
を
終
え
、
普
陀
山
へ
行
く
た
め
の
中
繼
地
、
舟
山
島
へ
向
け
て
ホ
テ
ル
を
出
發
し
た
。
　
普
陀
山
は
、
舟
山
市
普
陀
區
に
あ
る
島
で
あ
り
、
觀
音
信
仰
の
靈
場
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
移
動
中
の
バ
ス
內
で
は
、ガ
イ
ド
の
劉
氏
か
ら
、
普
陀
山
に
つ
い
て
の
說
明
が
あ
っ
た
。
劉
氏
に
よ
れ
ば
、
普
陀
山
が
屬
東
洋
の
思
想
と
宗
敎　
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山
群
島
に
は
、
島
が
全
部
で
千
餘
あ
り
、
人
閒
が
活
動
で
き
る
島
は
二
百
程
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
普
陀
山
に
一
日
に
訪
れ
る
觀
光
客
は
、
約
二
萬
人
で
、
正
月
は
さ
ら
に
多
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
劉
氏
か
ら
は
、
大
陸
と
舟
山
島
に
架
っ
て
い
る
橋
は
、
海
峽
の
流
れ
が
激
し
い
た
め
に
ア
ー
チ
式
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
說
明
が
あ
り
、
實
際
に
一
行
を
乘
せ
た
大
型
バ
ス
は
、⺇
つ
か
の
ア
ー
チ
式
の
橋
を
渡
っ
た
。
さ
ら
に
、
劉
氏
は
普
陀
山
に
お
け
る
註
意
事
項
を
述
べ
た
。
ま
ず
、
普
陀
山
は
島
で
海
が
近
く
、
濕
度
が
高
い
た
め
、
ホ
テ
ル
の
室
內
で
は
空
調
を
活
用
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
普
陀
山
は
飮
⻝
物
を
全
て
島
外
か
ら
得
て
い
る
た
め
に
、
物
價
が
高
く
、
人
が
多
い
割
に
は
車
の
數
が
少
な
い
と
い
う
。
參
加
者
一
行
を
乘
せ
た
大
型
バ
ス
は
、
十
五
時
十
分
に
舟
山
島
內
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
停
ま
り
、
十
分
程
休
憩
し
た
。
休
憩
の
後
に
出
發
し
、
十
六
時
十
分
に
舟
山
島
の
船
着
場
に
到
着
し
た
。
舟
山
島
は
、
や
や
雲
が
出
て
い
た
が
槪
ね
晴
れ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
普
陀
山
ま
で
高
速
船
に
乘
っ
て
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
高
速
船
に
は
大
き
な
荷
物
を
乘
せ
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
一
行
は
一
泊
分
の
手
荷
物
を
纏
め
、
大
き
な
荷
物
は
大
型
バ
ス
に
置
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
荷
物
檢
査
等
の
安
全
檢
査
を
經
て
高
速
船
に
乘
り
、
十
七
時
に
高
速
船
は
出
航
し
た
。十
七
時
十
五
分
に
普
陀
山
に
着
く
頃
に
は
、
す
で
に
暗
く
な
っ
て
い
た
。
高
速
船
か
ら
降
り
た
後
、
小
型
バ
ス
二
台
で
宿
泊
す
る
中
信
普
陀
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
に
向
か
い
、
十
七
時
二
十
分
に
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
十
八
時
よ
り
同
ホ
テ
ル
で
夕
⻝
會
が
開
か
れ
、
約
一
時
閒
で
終
わ
っ
た
。
夕
⻝
の
後
、
數
名
が
觀
劇
の
た
め
に
外
出
し
た
が
、
參
加
者
全
體
と
し
て
の
こ
の
日
の
豫
定
は
終
了
し
た
。十
一
月
二
十
八
日
（
月
）
こ
の
日
の
普
陀
山
の
天
氣
は
、
や
や
雲
が
出
て
い
た
が
晴
れ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
海
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
風
が
强
か
っ
た
。
參
加
者
一
行
は
、
七
時
前
後
に
各
自
で
朝
⻝
を
濟
ま
せ
、
七
時
半
に
中
信
普
陀
酒
店
（
ホ
テ
ル
）
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
、
八
時
に
ホ
テ
ル
を
出
發
し
た
。
ホ
テ
ル
か
ら
出
て
海
沿
い
を
步
き
、
石
段
を
上
る
と
竹
林
に
着
い
た
。
竹
を
見
る
と
幹
が
紫
色
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
の
劉
氏
に
よ
れ
ば
、
紫
竹
林
と
い
う
地
名
の
由
來
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
八
時
十
五
分
に
は
、「
不
肯
去
觀
音
院　
補
怛
紫
竹
林
院
」
と
い
う
額
が
掛
か
っ
た
門
の
前
に
着
い
た
。
こ
の
門
を
通
り
、
黃
色
い
外
壁
に
挾
ま
れ
た
參
衟
を
下
る
と
、
不
肯
去
觀
音
院
に
着
く
。
一
行
は
、
不
肯
去
觀
音
院
を
視
察
す
る
前
に
、
ガ
イ
ド
の
劉
氏
に
潮
音
洞
へ
と
案
內
さ
れ
た
。
潮
音
洞
は
、
普
陀
山
の
開
基
と
さ
れ
る
日
本
僧
慧
萼
の
上
陸
の
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
（
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地
で
あ
る
。
一
帶
は
岩
場
で
あ
り
、
岩
の
割
れ
目
の
奧
深
く
ま
で
波
が
出
入
り
し
て
い
る
潮
音
洞
の
樣
子
を
、
上
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。常
盤
大
定
『
支
那
佛
敎
史
蹟
踏
査
記
』（
龍
吟
社
、一
九
三
八
年
）
で
は
、
こ
の
地
の
岩
石
の
斷
面
が
竹
に
似
て
、
紫
色
を
帶
び
て
い
る
た
め
に
、
一
帶
に
紫
竹
林
の
地
名
が
付
い
た
と
さ
れ
る
。
ガ
イ
ド
の
劉
氏
が
言
う
に
は
、
紫
色
の
岩
は
文
化
大
革
命
の
際
に
破
壞
さ
れ
た
と
い
う
。
前
に
見
た
紫
色
の
竹
林
の
こ
と
も
考
え
る
と
、
紫
竹
林
と
い
う
地
名
の
由
來
は
判
然
と
し
な
い
。
潮
音
洞
を
視
察
し
た
後
、
八
時
三
十
五
分
か
ら
は
、
不
肯
去
觀
音
院
の
堂
內
を
視
察
し
た
。
普
陀
山
の
開
基
と
さ
れ
る
の
は
、
日
本
僧
の
慧
萼
で
あ
る
。『
佛
祖
統
紀
』
卷
四
二
に
よ
れ
ば
、
八
五
八
年
、
入
唐
し
て
い
た
慧
萼
は
、
五
臺
山
で
得
た
觀
音
菩
薩
像
を
日
本
に
持
ち
歸
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
普
陀
山
付
近
で
船
が
進
ま
な
く
な
っ
た
た
め
、
慧
萼
は
普
陀
山
に
上
陸
し
て
像
を
同
山
に
留
め
、
室
を
筑
い
て
像
を
奉
じ
た
と
い
う
。
不
肯
去
觀
音
院
の
起
源
は
、
こ
の
よ
う
に
傳
え
ら
れ
、
現
在
普
陀
山
で
最
大
の
寺
院
で
あ
る
普
濟
寺
の
前
身
は
、
こ
の
不
肯
去
觀
音
院
と
さ
れ
る
。
　
ガ
イ
ド
の
劉
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
不
肯
去
觀
音
院
の
建
物
は
、
近
年
中
國
政
府
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
堂
內
に
は
、
觀
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
堂
の
近
く
に
は
、「
禁
止
舍
身
燃
指
」
と
書
か
れ
た
舍
身
供
養
と
燒
身
供
養
を
禁
じ
る
碑
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
文
化
大
革
命
で
一
度
破
壞
さ
れ
た
も
の
を
、
一
九
八
〇
年
代
に
修
復
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
不
肯
去
觀
音
院
か
ら
補
怛
紫
竹
林
院
に
續
く
囘
廊
に
は
、
日
本
の
諸
寺
院
が
寄
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
石
造
り
の
觀
音
菩
薩
像
が
竝
べ
ら
れ
て
い
た
。
　
參
加
者
一
行
は
、
不
肯
去
觀
音
院
の
次
に
は
、
同
じ
敷
地
內
に
あ
る
補
怛
紫
竹
林
院
を
視
察
し
た
。
補
怛
紫
竹
林
院
の
天
王
殿
に
は
、
中
央
に
布
袋
尊
像
が
安
置
さ
れ
、週
り
に
は
四
天
王
の
像
が
配
さ
れ
て
い
た
。
天
王
殿
を
過
ぎ
る
と
、
圓
通
寶
殿
が
あ
り
、
本
尊
は
白
い
觀
音
菩
薩
像
で
あ
る
。
圓
通
寶
殿
の
裏
に
あ
る
大
自
在
殿
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、內
部
で
讀
經
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
圓
通
寶
殿
の
視
察
の
後
、
一
行
は
各
自
自
由
に
敷
地
內
を
視
察
し
、
九
時
に
入
口
の
門
の
前
に
集
合
し
た
。
　
そ
の
後
、
一
行
は
步
い
て
坂
を
上
り
、
九
時
十
分
に
南
海
觀
音
の
入
口
に
到
着
し
た
。
南
海
觀
音
は
、
一
九
九
七
年
に
完
成
し
た
巨
大
な
觀
音
菩
薩
の
立
像
で
あ
る
。
現
在
、普
陀
山
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
立
像
は
金
色
で
あ
り
、
像
本
體
の
高
さ
は
十
八
メ
ー
ト
ル
、
蓮
華
臺
は
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
下
に
あ
る
功
德
室
等
を
含
め
れ
ば
、
全
體
の
高
さ
は
三
十
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
像
の
顏
の
重
さ
は
二
ト
ン
あ
東
洋
の
思
想
と
宗
敎　
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。
一
行
は
、
十
時
十
分
の
集
合
時
閒
ま
で
、
各
自
自
由
に
南
海
觀
音
を
視
察
し
た
。
　
立
像
の
下
に
あ
る
功
德
室
に
は
、
南
海
觀
音
を
建
立
す
る
際
に
集
ま
っ
た
寄
付
の
證
と
し
て
、
諸
像
が
竝
べ
ら
れ
て
い
た
。
南
海
觀
音
の
建
立
に
掛
か
っ
た
費
用
は
、
全
て
寄
付
で
賄
わ
れ
た
と
い
う
。
功
德
室
の
下
の
部
屋
に
は
、
大
き
な
金
屬
製
の
レ
リ
ー
フ
が
、
週
り
の
壁
一
面
に
餝
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
立
像
を
圍
む
屋
外
の
壁
に
も
、
一
面
に
石
造
り
の
レ
リ
ー
フ
が
餝
ら
れ
て
い
た
。
立
像
の
裏
の
壁
に
は
、
觀
音
菩
薩
の
大
き
な
レ
リ
ー
フ
が
あ
り
、
兩
側
の
壁
に
は
、
玄
奘
と
鑑
眞
の
生
涯
を
描
い
た
レ
リ
ー
フ
等
が
あ
っ
た
。南
海
觀
音
の
視
察
を
終
え
る
と
、
一
行
は
徒
步
で
バ
ス
の
停
留
所
ま
で
移
動
し
、
十
時
二
十
五
分
に
二
台
の
小
型
バ
ス
に
乘
り
、
普
濟
寺
へ
向
か
っ
た
。
　
十
時
半
に
、
參
加
者
一
行
を
乘
せ
た
小
型
バ
ス
二
台
は
、
普
濟
寺
の
駐
車
場
に
到
着
し
た
。
普
濟
寺
は
、
現
在
の
普
陀
山
で
最
も
大
き
い
寺
で
あ
る
。
前
身
は
、
不
肯
去
觀
音
院
と
さ
れ
る
。
宋
代
の
一
〇
八
〇
年
に
改
筑
さ
れ
、
寶
陀
觀
音
寺
の
額
が
下
さ
れ
た
。
明
代
に
至
る
と
、
倭
寇
の
た
め
に
荒
廢
す
る
が
、
一
五
六
七
年
に
少
し
く
修
復
さ
れ
、
一
五
七
八
年
に
は
眞
表
に
よ
り
、
天
王
殿
と
雲
會
堂
が
建
て
ら
れ
る
。
一
六
〇
五
年
に
は
、
眞
歇
淸
了
が
圓
通
寶
殿
を
建
立
し
、
普
陀
禪
寺
の
額
が
下
さ
れ
た
。
現
在
普
濟
寺
は
、
淸
了
を
開
山
と
す
る
。
そ
し
て
、
淸
代
の
一
六
九
九
年
に
は
、
普
濟
禪
寺
と
名
が
改
め
ら
れ
た
。
　
一
行
は
普
濟
寺
に
着
く
と
、門
前
の
放
生
池
に
架
る
石
橋
を
渡
っ
た
。
五
百
年
前
に
造
ら
れ
た
石
橋
は
三
本
あ
る
。
池
の
中
央
に
架
る
橋
は
、
か
つ
て
皇
帝
の
み
が
渡
る
こ
と
が
で
き
た
橋
で
あ
る
。
寺
の
門
に
向
か
っ
て
右
側
の
橋
は
、
か
つ
て
は
役
人
專
用
の
橋
で
あ
り
、
今
囘
一
行
は
こ
の
橋
を
渡
っ
た
。
そ
し
て
、
門
に
向
か
っ
て
左
側
の
橋
は
、
一
般
人
專
用
の
橋
と
さ
れ
て
い
た
。
　
橋
を
渡
る
と
、
一
行
は
東
門
か
ら
中
に
入
っ
た
。
因
み
に
、
中
央
の
門
は
常
に
閉
鏁
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
淸
の
乾
隆
帝
が
普
濟
寺
の
門
限
を
破
っ
た
と
き
に
、
中
央
の
門
を
開
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
に
立
腹
し
、以
降
常
に
中
央
の
門
を
閉
鏁
さ
せ
た
と
い
う
傳
說
が
あ
る
。
現
在
は
、
新
し
い
方
丈
や
國
の
指
導
者
を
迎
え
る
際
に
は
開
け
ら
れ
る
と
い
う
。
一
行
は
、
中
央
の
門
に
向
か
っ
て
右
側
の
東
門
か
ら
入
り
、
布
袋
尊
像
と
四
天
王
像
が
あ
る
天
王
殿
の
脇
を
通
る
と
、
圓
通
寶
殿
の
前
に
着
い
た
。
そ
し
て
一
行
は
、
各
自
自
由
に
普
濟
寺
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
圓
通
寶
殿
で
は
、
水
陸
會
が
執
り
行
わ
れ
て
い
て
、
多
數
の
僧
侶
が
行
衟
を
し
て
殿
內
に
入
っ
て
い
く
場
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
水
陸
會
が
終
わ
る
と
、
殿
內
は
開
放
さ
れ
た
。
圓
通
寶
殿
の
本
尊
は
、
大
き
な
觀
音
菩
薩
像
で
あ
り
、
本
尊
の
兩
脇
に
は
、『
法
華
經
』
普
門
品
の
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
（
久
保
田
）
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經
文
が
書
か
れ
た
大
き
な
幕
が
掛
か
っ
て
い
た
。
圓
通
寶
殿
に
向
か
っ
て
右
側
に
は
文
殊
殿
と
伽
藍
殿
、
左
側
に
は
普
賢
殿
と
祖
堂
が
あ
る
。
圓
通
寶
殿
の
奧
に
は
法
堂
が
あ
っ
た
。
法
堂
の
本
尊
は
、
釋
迦
、
藥
師
、
彌
陀
の
三
如
來
像
で
あ
り
、
天
井
一
面
に
は
、
大
き
な
龍
の
繪
が
描
か
れ
て
い
た
。
法
堂
に
向
か
っ
て
右
側
に
は
普
門
殿
、
左
側
に
は
地
藏
殿
が
あ
る
。
參
加
者
一
行
は
視
察
後
、
十
一
時
四
十
五
分
に
西
門
か
ら
出
た
と
こ
ろ
に
集
合
し
、
徒
步
で
晝
⻝
會
場
ま
で
移
動
し
た
。
十
二
時
か
ら
普
濟
寺
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
晝
⻝
が
始
ま
り
、
晝
⻝
の
後
は
、
二
台
の
小
型
バ
ス
に
乘
っ
て
移
動
し
、
十
三
時
に
普
陀
山
の
船
着
場
に
着
い
た
。
そ
の
後
、
安
全
檢
査
を
經
て
高
速
船
に
乘
り
、
十
三
時
半
に
高
速
船
は
出
航
し
た
。
十
三
時
五
十
分
に
、
高
速
船
は
舟
山
島
の
船
着
場
に
到
着
し
、
一
行
は
下
船
の
後
、
大
型
バ
ス
に
乘
っ
て
十
四
時
十
分
に
杭
州
市
に
向
け
て
出
發
し
た
。
十
分
程
走
っ
た
と
こ
ろ
で
、
甯
波
と
普
陀
山
の
ガ
イ
ド
を
務
め
た
劉
氏
と
別
れ
る
こ
と
に
な
り
、
劉
氏
は
一
行
を
乘
せ
た
バ
ス
を
見
送
っ
て
く
れ
た
。
十
六
時
十
五
分
に
は
、
途
中
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
二
十
分
程
休
憩
し
た
。
十
八
時
十
分
に
は
、杭
州
市
の
百
合
花
飯
店
（
ホ
テ
ル
）
に
到
着
し
た
。
こ
の
と
き
に
、
胡
建
明
氏
が
一
行
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
氏
が
一
行
と
別
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
ホ
テ
ル
で
十
九
時
よ
り
、
今
囘
の
寺
院
調
査
に
お
け
る
最
後
の
夕
⻝
會
が
開
か
れ
た
。
王
芳
氏
は
、
こ
の
夕
⻝
會
を
最
後
に
一
行
と
別
れ
た
。
夕
⻝
會
は
約
一
時
閒
で
終
わ
り
、
こ
の
日
の
豫
定
は
終
了
し
た
。
十
一
月
二
十
九
日
（
火
）
歸
國
の
日
と
な
っ
た
。
こ
の
日
の
杭
州
市
の
天
氣
は
曇
り
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
寒
く
感
じ
ら
れ
た
。
參
加
者
一
行
は
、
八
時
か
ら
九
時
に
か
け
て
、各
自
で
朝
⻝
を
濟
ま
せ
、十
時
二
十
五
分
に
百
合
花
飯
店
（
ホ
テ
ル
）
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
、
大
型
バ
ス
に
乘
っ
て
杭
州
空
港
に
向
け
て
出
發
し
た
。
上
島
享
氏
と
佐
籘
文
子
氏
は
、
一
行
と
は
別
の
便
で
歸
る
た
め
、
ホ
テ
ル
で
別
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
一
時
十
五
分
に
バ
ス
が
杭
州
空
港
に
着
く
と
、
添
乘
員
の
原
氏
と
別
れ
、
參
加
者
一
行
も
解
散
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
十
一
時
五
十
分
か
ら
各
自
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
濟
ま
せ
、
十
三
時
二
十
分
よ
り
搭
乘
を
開
始
し
、
十
三
時
五
十
分
に
成
田
空
港
に
向
け
て
離
陸
し
た
。
約
三
時
閒
か
け
て
、
日
本
時
閒
十
七
時
四
十
五
分
に
成
田
空
港
に
到
着
し
、
各
自
歸
宅
の
途
に
就
い
た
。
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三　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
槪
要
報
吿
十
一
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
漢
字
文
化
と
佛
敎
」
の
進
行
と
、
各
硏
究
發
表
の
槪
要
を
報
吿
す
る
。
な
お
、
硏
究
發
表
は
、
劉
鹿
鳴
氏
が
中
國
語
で
行
い
、
そ
の
他
の
發
表
者
は
日
本
語
で
行
っ
た
。
進
行
九
時
三
十
分
～　
　
　
參
加
者
自
己
紹
介
九
時
四
十
分
～　
　
　
開
會
の
挨
拶
 
大
久
保 
良
峻
（
早
稻
田
大
學
）
以
下
、
發
表
十
五
分
・
質
疑
五
分
九
時
四
十
二
分
～　
　
①
『
嘉
興
藏
』
と
『
龍
舒
淨
土
文
』
の
一
考
察
王 
芳
（
臺
灣
中
央
硏
究
院
中
國
文
哲
硏
究
所
）
十
時
三
分
～　
　
　
　
②
『
網
經
』
に
お
け
る
孝
順
思
想
の
再
檢
討
胡 
建
明
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）
十
時
二
十
四
分
～　
　
③
北
傳
佛
敎
の
禪
法
に
お
け
る
圓
敎
の
特
質
に
つ
い
て―
―
智
者
大
師
說
『
釋
禪
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
を
通
し
て―
―
劉 
鹿
鳴
（
南
京
大
學
）
十
時
四
十
五
分
～　
　
④
漢
字
文
化
圈
に
お
け
る
信
仰
と
儀
禮
の
一
齣
―
―
韓
國
の
甘
露
幀
畫
を
め
ぐ
っ
て―
―
池 
美
玲
（
韓
國
藝
術
綜
合
大
學
）
十
一
時
六
分
～　
　
　
⑤
衟
宣
の
戒
律
思
想
に
お
け
る
「
大
乘
」―
―
戒
體
、
圓
敎
、
分
通
大
乘―
―
ト
ー
マ
ス
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京
大
學
大
學
院
）
十
一
時
二
十
七
分
～　
⑥
初
唐
の
異
國
僧―
―
長
耳
三
藏
と
そ
の
週
邊
―
―
 
櫻
井 
唯
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）
十
一
時
四
十
八
分
～　
⑦
宋
代
天
台
に
お
け
る
自
行
と
化
他
の
問
題
久
保
田 
正
宏
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）
十
二
時
三
十
分
～　
　
晝
⻝
休
憩
（
於 
七
塔
寺
）
十
三
時
四
十
六
分
～　
⑧
山
外
派
に
よ
る
修
性
離
合
義
の
解
釋
弓
場 
苗
生
子
（
天
台
宗
典
編
纂
所
）
十
四
時
七
分
～　
　
　
⑨
鎭
源
の
見
た
源
信―
―
『
法
華
驗
記
』
第
八
三
話
「
楞
嚴
院
源
信
僧
都
」
を
中
心
に―
―
 
岡
田 
文
弘
（
東
京
大
學
大
學
院
）
十
四
時
二
十
八
分
～　
⑩
『
法
華
驗
記
』
と
女
性―
―
比
丘
尼
舍
利
說
話
か
ら
見
え
る
『
法
華
驗
記
』
の
女
性
觀―
―
 
市
岡 
聰
（
名
古
屋
市
立
大
學
）
十
四
時
四
十
九
分
～　
⑪
九
品
徃
生
と
九
品
中
正
制
度
の
關
係
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
（
久
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田
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佐
伯 
憲
洋
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）
十
五
時
九
分
～　
　
　
休
憩
十
五
時
十
八
分
～　
　
⑫
珍
海
が
定
義
す
る
「
信
心
決
定
義
」
と
中
國
諸
師
の
思
想成
瀨 
隆
順
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）
十
五
時
三
十
九
分
～　
⑬
知
足
著
『
靈
山
奇
賞
』
に
お
け
る
中
國
思
想
の
引
用
 
庵
谷 
行
遠
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）
十
六
時
～　
　
　
　
　
⑭
最
澄
の
末
法
觀柴
田 
憲
良
（
名
古
屋
市
立
大
學
）
十
六
時
二
十
一
分
～　
⑮
東
密
に
お
け
る
三
種
悉
地
の
解
釋
に
つ
い
て
大
鹿 
眞
央
（
早
稻
田
大
學
・
大
正
大
學
）
十
六
時
四
十
二
分
～　
⑯
圣
の
原
義
と
表
𧰼
 
佐
籘 
文
子
（
佛
敎
大
學
）
十
七
時
五
分
～　
　
　
閉
會
の
挨
拶
 
大
久
保 
良
峻
（
早
稻
田
大
學
）
司
會　
①
～
③　
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
（
ロ
ン
ド
ン
大
學
）
　
　
　
④
⑤　
　
吉
田 
一
彥
（
名
古
屋
市
立
大
學
）
　
　
　
⑥
～
⑧　
曾
根
原 
理
（
東
北
大
學
）
　
　
　
⑨
⑩　
　
菊
地 
大
樹
（
東
京
大
學
）
　
　
　
⑪
～
⑬　
上
島 
享
（
京
都
大
學
）
　
　
　
⑭
～
⑯　
蓑
輪 
顯
量
（
東
京
大
學
）
通
譯　
①
～
③
、
⑦
、
⑬　
胡 
建
明
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）
　
　
　
④
～
⑥
、
⑧
～
⑫
、
⑭
～
⑯　
王 
芳
（
臺
灣
中
央
硏
究
院
中
國
文
哲
硏
究
所
）
硏
究
發
表
槪
要
①
『
嘉
興
藏
』
と
『
龍
舒
淨
土
文
』
の
一
考
察
臺
灣
中
央
硏
究
院
中
國
文
哲
硏
究
所　
　
王 
芳
　
王
芳
氏
の
發
表
は
、宋
の
士
大
夫
、王
日
休
が
著
し
た『
龍
舒
淨
土
文
』
に
つ
い
て
の
發
表
で
あ
る
。
大
正
藏
、
續
藏
、『
嘉
興
藏
』
に
收
め
ら
れ
て
い
る
『
龍
舒
淨
土
文
』
の
諸
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
書
の
流
傳
と
增
廣
の
樣
子
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
っ
た
。
王
芳
氏
は
、
同
書
の
增
廣
に
、
南
宋
の
聶
允
迪
や
元
代
の
呂
元
益
と
い
っ
た
人
物
が
深
く
關
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
②
『
網
經
』
に
お
け
る
孝
順
思
想
の
再
檢
討
早
稻
田
大
學
大
學
院　
　
胡 
建
明
　
胡
建
明
氏
の
發
表
は
、『
網
經
』
の
孝
順
思
想
に
再
檢
討
を
加
え
、
東
ア
ジ
ア
の
大
乘
佛
敎
に
お
け
る
孝
順
思
想
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
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よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
胡
氏
は
、『
網
經
』
の
孝
順
思
想
が
、
中
國
の
儒
敎
思
想
と
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
大
乘
經
典
の
隨
所
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、
孝
順
思
想
を
根
據
に
『
網
經
』
を
僞
經
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
對
し
て
疑
問
を
抂
し
た
。
③
北
傳
佛
敎
の
禪
法
に
お
け
る
圓
敎
の
特
質
に
つ
い
て―
―
智
者
大
師
說
『
釋
禪
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
を
通
し
て―
―
南
京
大
學　
　
劉 
鹿
鳴
　
劉
鹿
鳴
氏
の
發
表
は
、『
釋
禪
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
の
內
容
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
智
顗
の
禪
學
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
劉
氏
に
よ
れ
ば
、
中
國
の
禪
學
は
、
同
書
で
言
わ
れ
る
非
世
閒
非
出
世
閒
禪
、
つ
ま
り
非
次
第
禪
に
屬
す
る
と
い
う
。
そ
の
上
で
劉
氏
は
、
イ
ン
ド
の
禪
學
が
息
法
や
色
法
を
重
ん
じ
る
こ
と
に
對
し
て
、
心
法
や
心
地
を
重
視
す
る
こ
と
が
中
國
禪
學
の
特
徵
で
あ
る
と
說
明
し
た
。
④
漢
字
文
化
圈
に
お
け
る
信
仰
と
儀
禮
の
一
齣―
―
韓
國
の
甘
露
幀
畫
を
め
ぐ
っ
て―
―
韓
國
藝
術
綜
合
大
學　
　
池 
美
玲
　
池
美
玲
氏
の
發
表
は
、
韓
國
に
お
け
る
水
陸
齋
と
甘
露
幀
畫
の
關
係
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
水
陸
齋
は
、
李
氏
朝
鮮
時
代
に
代
表
的
な
佛
敎
儀
禮
と
な
っ
た
。
池
氏
は
、
現
代
韓
國
の
水
陸
齋
や
現
存
す
る
甘
露
幀
畫
を
、
畫
像
と
映
像
で
紹
介
し
た
。
ま
た
池
氏
は
、
水
陸
齋
で
使
わ
れ
た
水
陸
畫
が
殘
っ
て
い
な
い
理
由
と
、
そ
れ
と
は
對
照
的
に
甘
露
幀
畫
が
殘
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
た
。
⑤
衟
宣
の
戒
律
思
想
に
お
け
る
「
大
乘
」―
―
戒
體
、
圓
敎
、
分
通
大
乘―
―
東
京
大
學
大
學
院　
　
ト
ー
マ
ス
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
　
ト
ー
マ
ス
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
氏
の
發
表
は
、唐
代
の
衟
宣
の『
羯
磨
疏
』
と
い
う
註
釋
書
に
お
け
る
戒
體
、
圓
敎
、
そ
し
て
分
通
大
乘
の
思
想
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
氏
は
、
衟
宣
が
同
書
で
『
四
分
律
』
を
大
乘
に
通
じ
る
も
の
と
位
置
付
け
た
背
景
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
の
過
程
で
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
氏
は
、
衟
宣
の
理
論
の
複
雜
さ
と
缺
點
も
指
摘
し
た
。
⑥
初
唐
の
異
國
僧―
―
長
耳
三
藏
と
そ
の
週
邊―
―
早
稻
田
大
學
大
學
院　
　
櫻
井 
唯
　
櫻
井
唯
氏
の
發
表
は
、
素
性
が
不
明
確
な
初
唐
の
長
耳
三
藏
と
い
う
人
物
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
櫻
井
氏
は
、
中
國
に
お
け
る
長
耳
三
藏
に
關
す
る
言
說
を
、
四
つ
の
系
統
に
分
類
し
た
。
そ
の
上
で
櫻
井
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
（
久
保
田
）
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氏
は
、
各
系
統
に
お
け
る
「
長
耳
三
藏
」
が
、
同
一
の
人
物
に
歸
着
し
な
い
こ
と
を
證
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
中
で
、
長
耳
三
藏
を
那
連
提
耶
舍
と
す
る
從
來
の
學
說
に
對
し
て
も
疑
問
を
抂
し
た
。
⑦
宋
代
天
台
に
お
け
る
自
行
と
化
他
の
問
題
早
稻
田
大
學
大
學
院　
　
久
保
田 
正
宏
　
こ
の
發
表
は
、
宋
代
の
知
禮
が
唱
え
た
初
心
起
敎
の
說
が
、
後
の
宋
代
天
台
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
繼
承
さ
れ
た
か
と
い
う
思
想
史
の
一
端
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
近
世
の
日
本
の
論
題
「
初
心
起
敎
」
に
は
、十
乘
觀
法
と
起
敎
を
同
一
視
す
る
考
え
が
現
れ
て
い
る
。
發
表
で
は
、
こ
う
し
た
考
え
が
、
知
禮
よ
り
後
の
了
然
や
善
月
と
い
っ
た
宋
代
天
台
諸
師
と
深
く
關
わ
っ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
⑧
山
外
派
に
よ
る
修
性
離
合
義
の
解
釋
天
台
宗
典
編
纂
所　
　
弓
場 
苗
生
子
　
弓
場
苗
生
子
氏
の
發
表
は
、『
十
不
二
門
』
の
修
性
不
二
門
に
說
か
れ
る
離
・
合
の
二
義
を
、
宋
代
天
台
の
諸
學
匠
が
ど
の
よ
う
に
解
釋
し
た
か
と
い
う
問
題
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
發
表
で
は
、
考
察
の
對
𧰼
が
山
外
派
の
源
淸
と
智
圓
、
そ
し
て
後
山
外
派
の
仁
岳
に
絞
ら
れ
た
。
弓
場
氏
は
、
山
外
派
が
一
槪
に
修
二
性
一
の
合
義
を
重
視
し
た
と
い
う
安
籘
俊
雄
氏
の
說
に
、
再
檢
討
を
加
え
る
必
要
性
を
訴
え
た
。
⑨
鎭
源
の
見
た
源
信―
―
『
法
華
驗
記
』
第
八
三
話
「
楞
嚴
院
源
信
僧
都
」
を
中
心
に―
―
東
京
大
學
大
學
院　
　
岡
田 
文
弘
　
岡
田
文
弘
氏
の
發
表
は
、
鎭
源
撰
『
法
華
驗
記
』
の
第
八
三
話
「
楞
嚴
院
源
信
僧
都
」
の
中
で
、
源
信
が
兜
率
生
天
を
拒
否
し
、
極
樂
徃
生
を
選
擇
し
た
と
さ
れ
る
插
話
に
着
目
し
、
鎭
源
の
法
華
思
想
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
岡
田
氏
は
、
同
插
話
で
『
法
華
經
』
勸
發
品
の
敎
說
が
擴
大
解
釋
さ
れ
、
鎭
源
に
よ
っ
て
、
法
華
功
德
に
よ
る
極
樂
徃
生
と
い
う
新
し
い
可
能
性
が
提
示
さ
れ
た
と
主
張
し
た
。
⑩
『
法
華
驗
記
』
と
女
性―
―
比
丘
尼
舍
利
說
話
か
ら
見
え
る
『
法
華
驗
記
』
の
女
性
觀―
―
名
古
屋
市
立
大
學　
　
市
岡 
聰
　
市
岡
聰
氏
の
發
表
は
、『
日
本
靈
異
記
』、『
三
寶
繪
』、『
法
華
驗
記
』
の
比
丘
尼
舍
利
に
關
す
る
說
話
を
比
較
し
、『
法
華
驗
記
』
に
お
け
る
女
性
觀
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。市
岡
氏
は『
法
華
驗
記
』
か
ら
、
尊
敬
の
對
𧰼
と
し
て
の
比
丘
尼
舍
利
像
を
示
し
、
同
書
に
は
女
性
を
見
下
す
思
想
が
な
い
こ
と
を
强
調
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
東
洋
の
思
想
と
宗
敎　
第
三
十
四
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う
し
た
考
え
が
、
一
乘
思
想
と
深
く
關
わ
っ
て
い
る
と
結
論
し
た
。
⑪
九
品
徃
生
と
九
品
中
正
制
度
の
關
係
早
稻
田
大
學
大
學
院　
　
佐
伯 
憲
洋
　
佐
伯
憲
洋
氏
の
發
表
は
、
善
導
の
九
品
徃
生
の
思
想
と
、
漢
代
か
ら
唐
代
に
用
い
ら
れ
た
官
僚
登
用
制
度
、
九
品
中
正
制
度
の
關
係
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
佐
伯
氏
は
、
九
品
徃
生
の
思
想
と
九
品
中
正
制
度
の
性
說
を
比
較
し
、類
似
點
と
相
違
點
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
善
導
の
『
觀
無
量
壽
經
疏
』
が
、
九
品
中
正
制
度
の
性
說
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
⑫
珍
海
が
定
義
す
る
「
信
心
決
定
義
」
と
中
國
諸
師
の
思
想
早
稻
田
大
學
大
學
院　
　
成
瀨 
隆
順
　
成
瀨
隆
順
氏
の
發
表
は
、
淨
影
寺
慧
遠
と
吉
藏
の
著
作
を
中
心
に
、
珍
海
の
「
信
心
決
定
義
」
の
論
據
を
探
り
、「
信
心
」
と
「
決
定
」
の
關
係
性
を
再
檢
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
成
瀨
氏
は
、「
信
」
と
「
決
定
」
を
同
義
と
す
る
解
釋
の
起
源
を
原
始
佛
敎
と
認
め
た
上
で
、
こ
う
し
た
解
釋
が
慧
遠
の
『
大
乘
義
章
』
で
敷
衍
さ
れ
、吉
藏
撰
『
金
光
明
經
疏
』
や
珍
海
撰
『
三
論
玄
疏
文
義
要
』
に
引
き
繼
が
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。
⑬
知
足
著
『
靈
山
奇
賞
』
に
お
け
る
中
國
思
想
の
引
用
早
稻
田
大
學
大
學
院　
　
庵
谷 
行
遠
　
庵
谷
行
遠
氏
の
發
表
は
、
江
戶
時
代
の
寬
延
年
閒
に
、
在
家
の
法
華
信
者
、知
足
が
著
し
た『
靈
山
寄
賞
』を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
庵
谷
氏
は
、
知
足
が
同
書
で
、
淨
土
眞
宗
本
願
寺
派
の
義
敎
と
い
う
學
僧
が
著
し
た
『
千
五
百
條
彈
憚
改
』
に
反
論
す
る
際
に
、『
論
語
』
や
『
孟
子
』
と
い
っ
た
文
獻
、そ
し
て
杜
常
の
漢
詩
を
引
用
し
て
い
る
樣
子
を
紹
介
し
た
。
⑭
最
澄
の
末
法
觀
名
古
屋
市
立
大
學　
　
柴
田 
憲
良
　
柴
田
憲
良
氏
の
發
表
は
、
最
澄
の
末
法
觀
の
讀
解
を
通
し
て
、
最
澄
の
時
閒
認
識
の
特
質
と
、
そ
の
思
想
の
淵
源
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
柴
田
氏
は
、
最
澄
に
よ
る
像
末
の
理
解
と
、
僧
綱
へ
の
批
判
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
最
澄
の
末
法
觀
が
、
イ
ン
ド
の
初
期
大
乘
佛
敎
に
お
け
る
法
滅
思
想
と
、
北
週
末
か
ら
隋
初
の
中
國
佛
敎
に
お
け
る
思
想
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
⑮
東
密
に
お
け
る
三
種
悉
地
の
解
釋
に
つ
い
て
早
稻
田
大
學
・
大
正
大
學　
　
大
鹿 
眞
央
　
大
鹿
眞
央
氏
の
發
表
は
、
東
密
の
覺
鑁
撰
『
五
輪
九
字
明
祕
密
釋
』
甯
波
に
お
け
る
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
竝
び
に
浙
江
省
寺
院
調
査
報
吿
（
久
保
田
）
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に
お
け
る
『
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
』
の
引
用
の
仕
方
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
鹿
氏
に
よ
れ
ば
、
覺
鑁
は
『
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
』
の
三
種
悉
地
眞
言
と
三
支
分
生
曼
荼
羅
を
說
く
段
の
引
用
を
、
敢
え
て
避
け
て
い
る
と
い
う
。
特
に
、
三
種
悉
地
眞
言
の
段
の
引
用
を
避
け
た
理
由
は
、
蘇
悉
地
の
思
想
の
排
除
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
⑯
圣
の
原
義
と
表
𧰼
佛
敎
大
學　
　
佐
籘 
文
子
　
佐
籘
文
子
氏
の
發
表
は
、
日
本
に
お
け
る
圣
の
本
質
と
淵
源
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
佐
籘
氏
は
、題
材
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
の
圣
德
太
子
を
取
り
上
げ
、中
國
湖
南
省
長
沙
で
發
掘
さ
れ
た『
帛
書
五
行
篇
』
の
黃
老
思
想
に
お
け
る
「
圣
」
と
關
連
付
け
て
說
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
圣
を
日
本
と
い
う
限
ら
れ
た
範
圍
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
文
化
全
體
の
中
で
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。
　
　
　
四　
お
わ
り
に
本
寺
院
調
査
で
は
、
天
台
山
、
甯
波
市
內
の
諸
寺
院
、
そ
し
て
普
陀
山
と
い
う
、
い
ず
れ
も
日
本
佛
敎
と
關
わ
り
が
あ
る
浙
江
省
の
圣
地
を
視
察
し
た
。
今
囘
趣
い
た
寺
院
は
、
何
れ
も
歷
史
が
深
く
、
伽
藍
は
壯
大
で
あ
り
、
見
る
べ
き
も
の
は
非
常
に
多
か
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
天
台
山
の
國
淸
寺
、
甯
波
市
の
七
塔
寺
と
天
童
寺
で
は
、
方
丈
が
參
加
者
を
溫
か
く
迎
え
て
下
さ
っ
た
。
參
加
者
は
皆
、
日
常
で
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
體
驗
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
囘
の
調
査
に
お
け
る
參
加
者
一
同
の
收
穫
は
、
極
め
て
大
き
い
と
感
じ
た
。
さ
ら
に
、
甯
波
市
で
開
催
さ
れ
た
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
漢
字
文
化
と
佛
敎
」
で
は
、
發
表
者
が
日
頃
の
硏
究
の
成
果
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
、
參
加
者
と
闊
逹
な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
硏
究
發
表
の
對
𧰼
と
な
っ
た
分
野
は
、
イ
ン
ド
、
中
國
、
朝
鮮
、
そ
し
て
日
本
と
い
う
廣
域
で
あ
り
、
發
表
で
扱
わ
れ
た
文
獻
や
資
料
も
豐
富
で
あ
っ
た
。
參
加
者
全
員
に
と
っ
て
、
大
變
有
意
義
な
時
閒
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
今
囘
の
寺
院
調
査
で
は
、
天
氣
が
槪
ね
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
で
あ
っ
た
。
バ
ス
で
甯
波
市
に
移
動
す
る
途
中
や
、
甯
波
市
內
の
ホ
テ
ル
か
ら
七
塔
寺
に
向
か
う
衟
中
を
除
い
て
は
、
雨
が
激
し
く
降
る
こ
と
は
な
く
、
屋
外
に
お
け
る
調
査
も
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
全
參
加
者
が
互
い
を
思
い
遣
り
、
協
力
し
た
か
ら
こ
そ
、
中
國
の
慣
れ
な
い
環
境
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
調
査
を
無
事
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
